








Ｒ８阿土 橘港海岸（橘西地区） 阿南・橘 

港湾海岸津波高潮検討業務 

特記仕様書 

 

第1条 目的 

本業務は、「R4河川 紀伊水道西沿岸他 小・和田島他 海岸保全基本計画検討業務」に

基づき、橘港海岸（橘西地区）における気候変動を踏まえた2050年時点の津波・高潮対

策事業概略検討を行うものである。 

 

第2条 業務内容 

1. 設計計画 

業務の目的・主旨を十分把握したうえで、業務を円滑に遂行するための技術的方針お

よび検討項目毎の工程計画を策定し、業務計画書を作成する。 

 

2. 資料収集・整理 

津波及び高潮に対する現況施設の状況を把握するための資料を収集整理する。下記の

資料については、監督員から貸与する。 
 

① R4河川 紀伊水道西沿岸他 小・和田島他 海岸保全基本計画検討業務※1 

② 施設台帳 

③ 最新の横断図 

④ 地形データ 

⑤ 背後地の地盤高データ 

⑥ その他必要となる資料 

 

3. 対策工法の検討 

代表断面を設定し、津波または、高潮対策工法検討並びに概算工事費を算出する。対

策工法の検討に使用する設計諸元は、※1で定めている値を用いるものとする。また、高

潮対策については、面的防護等を含む対策工法を検討する。 

なお、代表断面数に変更が生じた場合は、監督員との協議により変更対象とする。 

 

4. 照査 

仕様書に基づく検討項目、計画内容等の照査を業務中間段階ならびに適切な区切りに

おいて適宜実施する。また、作業終了後、すべての内容について照査し、照査報告書に

とりまとめる。 

 

5. 報告書作成 

設計条件、使用した基準、構造形式の決定根拠や経緯についてわかりやすくとりまと

める。 

成果品の提出は、下記の通りとする。 

・報告書(紙媒体:A4チューブファイル綴じ)   1部 

・電子成果品(電子媒体)            2部(正副1部) 



 

6. 打合せ協議 

設計業務を適正かつ円滑に実施するために、業務着手時、中間打合せ1回、成果納品時

の計3回の打合せを行う。 

 

 


